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0 . は じ め に

日本語学習 にお い て正 し い 日本語 の ア ク セ ン トを習得す る こ と が非常 に重要な こ と で あ

る ｡ 日本語にお い て ､ 単語 の ア ク セ ン トが高 い ､ ある い は低 い と い う 2 種類 しかな い 高低式

アク セ ン トが ､ それ に比 べ ､ 中国語は
一

つ の発音に対 して平声 ( 第 一

声) ､ 上声 (第 二声) ､

去声 (第三 声) ､ 入声 ( 第四声) の 四 つ ある アク セ ン トが あり, い わ ゆ る四声で あるが ､ 実

際は こ の ほか軽く発音する ｢ 軽声+ が あ っ て全部で五 つ の アク セ ン トが ある ｡ 日本語 の平 ら

かな高低型 の アク セ ン トに対 して ､ 中国語 は抑揚 の ある強弱型 の ア ク セ ン ト で ある ｡ 日本語

は
一

つ の 単語 の 中に アク セ ン ト高点 の 山が
一

つ しか な い が ､ 中国語は 二 つ 以 上 あ っ て もよ

い ｡ 中国人日本語学習者が持 っ て い る こ の ような母 国語 の アク セ ン トは日本語 の 正 し い ア ク

セ ン トの 習得 には影響を与え､ じ ゃ ます る場合 が多く ､ 中国人学習者 の独特 の くせ にな っ て

い る｡ そ の た め に､ 中国の 日本語教育にたずさ わ っ て い る教師は ア ク セ ン トを重視する意識

がか なり高 い
｡ 磯村

一

弘氏 (2 0 0 1) の報告によ ると ､ 中国で は学生に ア ク セ ン トを ｢ 教え て

い る+ と答えた日本語教師が 9 割近くあり､ ほ かの 国よりは るか に多い と いう｡ 実際､ 中国

人日本語学習者 の 日本語 アク セ ン ト の習得状況と問題点を調 べ る ため に ､ 本セ ン タ ー の 中級

レ ベ ル クラ ス で 勉強中 の 中国人学習者を対象 に､ ア ン ケ ー ト調査を 2 回行 っ た ｡ 2 回とも 4

人に参加 し て もら い ､ 合計 6 人､ の ベ 8 人に対 して 調査 を行 い ､ 中国人学習者 によく見 られ

るアク セ ン トに 関する問題点 に つ い て考察した の で ある｡

1 . アクセ ン トの変化 がある形容詞に つ い て

日本語 の 中高型 の 3 音節形容詞 は連用形と過去形の 時に頭高塑の アクセ ン トに変わること

にな っ て い る ｡ たと えば ､ ｢うま い+ は ､ ｢う貢い+ ､ ｢ち
'

まくて+ ､ ｢う
l

まか っ た+ と いうよう

に ア ク セ ン トが変化す る｡ こ れを習得するか どうかを調 べ るため に ､ 次の ように1 0 語を選 ん

だ ｡

か ら しろ せ ま ちか なが にが わ る

うま い 辛い くさ い こわ い 白い 狭 い 近 い 長 い 苦 い 悪 い

こ れ ら の形容詞 の基本形 ､ 連用形 ､ 過去形 の 順番 になら べ た調査用紙を読んでもら い ､ ア

ク セ ン トに つ い て の 聞き取り調査を行 っ た の で ある ｡ そ の療果は表 1 の 通りで ある ｡

表 1 の
一

番上 にある学習歴 は学習者 が中国 で の 日本語学習年数を指すもの で ある ｡

一 番下

にある欄は項目別回答の小計の で ある ｡ その欄内に は左側 の 数字は不正解数で ､ 右側 は正解

数で ある｡ 4 人全員は 3 音節形容詞 の基本形 の アク セ ン トを全部正 しく読め た ｡ しか し､ 連

用形 の 正解率は低くて ､ 半数を占め る 2 人はゼ ロ で ある ｡ 過去形 は全員ともゼ ロ の 結果で あ

る ｡
つ まり､ 半数く ら い の 日本語学習者 は ｢う書い+ と いうアク セ ン トだ けを知 っ て ､ そ れ
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で類推 して｢ う書くて+ ､ ｢ う書か っ た+ と読ん で しまうと考えられる ｡ 今回は調査を しなか っ

たが ､ 仮定形 の ｢ うまければ+ はお そらく同 じように ｢う
1

まけれ ば+ で はなく､ ｢ うまけれ

ば+ と読む だろうと推測 できる ｡

表1 3 音節形容詞の アクセ ン トの習得状況

学習歴 1 年 ･ 1 年 1 . 5 年 2 . 5 年

基本 連用 過去 基本 連用 過去 基本 連用 過去 基本 連用 過去

うま い ○ × × ○ ○ ･ × ○ × × ○ ○ ○

か ら い ○ × × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○

くさ い ○ × × ○ ○ × ○ × × ○ × ×

こ わ い ○ × × ○ ○ × ○ × × ○ × ×

しろ い ○ × × ○‾ ○ × ○ × × ○ × ×

せま い ○ × × ○ × × ○ × × ○ × ×

ちか い ○ × × ○ ○ × ○ × × ○ × ×

なが い ○ × × ○ × × ○ × × ○ × × 毒
茎

にく い ○ × × ○ × × ○ × × ○ ×

i

i
i

× E

i

わる い ○ × × ○ ○ × ○ × × ○ ×

E

×

小 計 0 /1 0 1 0/ 0 1 0 /0 0 /1 0 3 /7 1 0 /0 0 /1 0 1 0 / 0 1 0/ 0 0/ 1 0 2 / 8 2/ 8

解決策と して は ､ a . 3 音節中高型形容詞 の アク セ ン ト変化法則を説明し､ その パ タ ンを

覚えさせ る こ とで ある｡ b . 3 音節 の 中高型 の 形容詞 は数それ ほ ど多くな い の で ､ 付録 1 に

あげたもの はほと ん ど全部で ある｡ 学習者 にそれを全部覚えさせ る こ と ｡ また ､ こ の ような

形容詞か ら派生 語が生 まれ る場合 ､ た とえば ｢ あお い+ か らは ｢ あ云+ の で はなく､ 必ず ｢哀;

お+ と読み ､ ｢ あお い+ に ｢ さ+ が つ く場合 ｢ あ表さ+ の で はなく､ 必ず ｢易おさ+ の よう

に頭高型 の 読み になる と いう法則を教える こ とで ある ｡

2 . アクセン トの変化が ある動詞 に つ い て

日本語 の動詞は活用形によ っ て アクセ ン トが い ろ い ろ変わ るもの がある ｡ 動詞 の アクセ ン

ト変化 の パ タ ン は大まか に次の 三 つ に分ける こ とが できる ｡
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2 .
アクセ ン トの変化の少な い動詞

表2 2 音節動詞の アクセ ン トの習得状況

学習歴 1 . 5 年 2 年 2 . 5 年 5.年

基本形 連用形 基本形 連用形 基本形 連用形 基本形 ･ 連用形

開 く × ○ ○ o
p

× ○ ○ ○

聞 く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

行 く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

居 る × . ○ ○ ○ ○ 0 ○ ○

.
ニ = 二▲ ヽ

Tj つ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生 む ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

置 く × ○ ○ ○ × ○ × ○

押 す × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

書 く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

咲 く × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

刺 す ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

問 う × ○ × ○ × ○ ○ ○

ヽ

,
= = ゝ ゝ

ブ亘 つ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

履 く × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

拭 く × ○ ○ t) × ○ × ○

踏 む × ○ × ○ × ○ × ○

降 る ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ､

巻 く × ○ ○ ○ × ○ ･ ○ ‾ 0 .

持 つ ○ ○ × ○
■
○ ･ ○ 0

.
O

撮 む ○ ○
_

× ○
.
0 ○ ○ ○

焼 く × ○ ○ ○ × O
■

○ ○

や る × ○ ○ ○ ○ . 0 . . 0 P

酔■ う ○ ○ ○ ○ ○
■

○
.._
○ P･†

小 計 1 3 / 1 0 0/ 2 3 7 /1 6 0 / 2 3 9 / 1 4 ■､‾0 / 23 L 3 / 2O 0 / 2 3
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平板型､ 尾高型 の動詞は ア ク セ ン トの 変化 の少 な い ｡ そ の 活用形 の ア ク セ ン トは基本形と

あまり変 わら な い もの で ある ｡ た とえば ､ ｢ おくる+ の よう に ､ 活用形 は ｢ おく っ て+ ､ ｢ お

て束ば+ ､ ｢ おてす盲す+ 全部平板型 の アクセ ン トで ある ｡ こ の ような動詞 の 数は､ アク セ ン

ト変化 の パ タ ン が基本形か ら類推で きる の で ､ 学習者 にと っ て はむず し い もの で はな い ｡ し

か し､ 実際 ､ こ の ような平板型 の ア ク セ ン トを頭高型 に間違える こ とがよくある｡ 表 2 の
一

番上 の欄 にある学習歴 5 年の 対象者だけは中国 で 日本語を習 っ た の で はなく､ 日本 に 5 年間

滞在中に日本語を自学 したそうで ある ｡ それ以外の 対象者の 学習歴 は全部中国 で の学習年数

を指すも の である ｡ 表 2 に示 したア ン ケ
ー トの 結果 の ように ､ 動詞2 3 語のうち に 8 語が頭高

型で ､ 1 5 語が平板型 と尾高型 である ｡ その1 5 語の 中で は､ 全員正解 した の は｢ 聞く+ ､ ｢ 行く+

だけで ある ｡ 不正解 は1 3 語､ 2 5 例 である ｡ ｢ 問う+ の よう に全員間違 っ て しま っ た もの もあ っ

た ｡ 中国人学習者 は発音上 の 習慣で は 2 音節 の 語菜を頭高型に読む傾向が強 い ようで ある ｡

特 に初心者 は ｢ する+ を ｢ずる+ に､ ｢ や る+ を ｢弓る+ に ｢ い く+ を ｢ v

T

, く+ の ように間

違え て読 む こ と が多く､ なか なか 直りにく い くせ の
一

つ で ある ｡ こ の ように､ 平板型 ､ 尾高

型の 動詞 に つ い て､ 頭高型に間違えな い ように､ 学習者 に基本形 の ア ク セ ン トをし っ かり覚

えて もらう工 夫や 訓練 が必要である ｡

2 - 2 アクセ ン トの変化が ある頭高型の 3 音節動詞｡

頭高型 の 動詞の 基本形は ､ ｢ ます+ の つ く連用形と ､ ｢ な い+ の つ く否定形 とは ア ク セ ン ト

が違うの で ある ｡ た とえば ､ ｢ 75
1

, える (帰 る)+ は ｢示え っ て+ ｢示え っ た+ ｢盲ミぇれ ば+ ｢ か

えろ+ の ように ､ アク セ ン トが変わらな い が､ ｢ か妄す盲す+ ｢ か 弱 な い+ の 時にアク セ ン

トが中高型 に変化する ｡ こ の ような頭高型 の 3 音節動詞は ｢ 帰る+ ､ ｢ か えす+ ､ ｢ は い る+ く

ら い で ､ 数が非常に少 な い が ､ 表 3 に示 した よう に ､ 4 人の うち 3 人は基本形 の頭高型 の ア

ク セ ン トを平板型に間違えて ､ 基本形 の 正 し い ア ク セ ン ト の 習得率は大変低 い ｡ その 原因は

次の ように考えられ る ｡ 今の 日本語教育は動詞を基本形か ら教 える の ではなく､ ｢ ます+ の

つ く連用形か ら教 える こ とが多 い ｡ その ため ､ 学習者は最初 に覚える の は ｢ か∑す盲す+ と

い うア ク セ ン ト で ある ｡ い っ たん覚えた ア ク セ ン ト の パ タ ン で ほか の活用形 の ア ク セ ン トを

類推 し て ､ ｢ かえる+ ､ ｢ か え っ て+ ､ ｢ か えれば+ ､ ｢ か えろ+ の ように間違えて しまうか ら で

ある｡ こ の ような基本形がほか の 活用形と大きく変わる動詞 に対 して は ､ 基本形とその活用

形 の ア ク セ ン トを対比 しなが ら両方を覚え て もらうように工 夫がする必要がある｡

表 3 頭高型 3 音節五段動詞のア クセ ン トの習得状況

学習歴 1 年 1 年 1 . 5 年 2 . 5 年

基本 連用 過去 基本 連用 過去 基本 連用 過去 基本 連用 過去

帰 る × ○ × × × × × × × × × ×

入 る P ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ ○

正解数 1 2 1 0 1 1 0 0 0 0 1 1

- 80
-



2 . 3 中高型 3 音節の
一 段動詞 ｡

3 音節中高型 の 一 段動詞は ア ク セ ン トが以下 の よう に規律正 しく変化する ｡ たとえば ｢ た

六る+ は ｢f= べ て+ ､ ｢ 7
1

= べ た+ ､ ｢ た 雨 す+ ､ ｢ た キヨう+ の ように連用形､ 過去形､ 推量形

の 時 はア クセ ン トが中高型から頭高型に変わる ｡ ｢ た六な い+ ｢ た六れば+ ｢ た六ろ+ の よう

に､ 否定形 ､ 仮定形 ､ 命令形 の 時 はアク セ ン トが変わ らな い ｡ 月 本譜学習者が も っ ともよく

接触するチ ャ ン ス の 多 い ｢ 動詞 ＋ ます+ の アク セ ン トはそ れと 同じ中高型 で あるた め ､ 基本

形 の アク セ ン トか ら類推 して読む の は多い ｡ その ため に ､ 動詞活用形 の アク セ ン ト の 変化 に

はなか なか気が つ か な い の は ､ 現状 の ようで ある｡ こ れに つ い て の 調査結果 は表4 の 通りで

ある ｡

表4 頭高型 3 音節
一 段動詞の アクセ ン トの 習得状況

p 学習歴 1 年 1 . 5 年 2 . 5 年 5 年

連用 過去 ます 連用 過去 ます 連用 過去･ ます 連用 過去 ます

見える × × ○ × × ○ × × ○ × × ○

見せ る × × ○ × × ○ × 〉く ○ × × ○

暗れ る × × ○ × × ○ × × ○ × × ○

で き
､
る × × ○ × × ○ × × ○ ×′ × ○

受ける × × ○ ○ ○ ○ × × ○ o ○ ○

生きる × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉め る × × ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○

食べ る × × ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○

正解数 0 0 8 1 1 8 2 2 8 3 3 8

こ の 調査 は ｢ 見える+ ､ ｢ 見えて+ ､ ｢見 えた+ ､ ｢ 見えます+ の ように上 記の 動詞 8 語を読ん

で もら い ､ 行 っ た聞き取り調査 で ある｡ ｢ 基本形+ と ｢ ＋ ます+ の アク セ ン トは全員正解で

あるが ､ 紙面 の 都合で基本形 の欄を省略 した の で ある ｡ その基本形 の アク セ ン ト は前記 の 2

音節 の動詞と違 っ て ､ 頭高型 に間違える こ と がま っ たくな い の で ある｡ い っ た い なぜ こうな

る の だろうか ｡ こ れ は中国人が 3 音節 の 語を発音する場合 ､ 頭高型より ､ 中高型や尾高型が

自分 の発音の 習慣に合 っ て い るからである ｡ ノ たとえば､ 中国人学習者がよく 作 ラ マ+ を｢ ド

号音+ ､ ｢赤らす+ を ｢ か高音+ と呼ぶ の は こ の た めだ と考えられ るb また ､ い まの 日本語教

育 は動詞をほ とん ど ｢ - ます+ を中心 に教 え て い るか ら､ ｢ - ます+ の ア ク セ ン トが全見正

解 になる要因だ と考えられる ｡ しか し､

一

方頭高塑 の アク セ ン トに変わ る ｢ 連用形 ＋ て+ と

｢過去形 ＋ た+ の 正解率は非常に低い
｡ 学習歴 の 長 い 方は正解数が少し増えたが､ それほ ど

目立 つ もの で はな い
｡ 成人 になる外国人に と っ て ､ 日本語 の ア ク セ ン トの 自然習得は難 し い

-
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こ と で ､ こ の ような動詞活用形 の ア ク セ ン トの 変化を学習段階で指導 しなけれ ば､ 自分で は

なかなか気が つ かな い と考えられる ｡ 付録2 の ように 3 音節の 中高型 一

段動詞をまとめ て教

えて ､ 練習する必要 がある と思う｡

3 . 名詞のア クセ ン トに つ い て

名詞は形容詞や動詞と違 っ て ､ 活用形が か ､ が ､ 各品詞 の 中では名詞の 数が
一

番多い の で ､

その ア ク セ ン トを正確 に マ ス タ
ー する こ とが容易 な こ と で はな い ｡

一 口名詞と い っ て もそ の

幅が広すぎるか ら ､ 中国人学習者 によく間違 っ て い る以下 の 三 つ に絞 っ て ､ 考察 した の で あ

る ｡

3 . 1 2 音節名詞の ア クセ ン ト

中国人日本語学習者にと っ て ､ 2 音節 の名詞はけ っ こう問題がある ｡ 2 音節 の名詞には ､

お もに最初 の 音の 高 い 頭高型の アクセ ン トと2 番目の音の高 い 尾高型 の もの がある ｡ 本稿で

は､ 名詞 の 後ろ に助詞が つ く時 の アク セ ン ト の 変化 にふ れ な い の で ､ 第 2 音節ま で 高 い もの

と後 ろに つ く助詞ま で高くなるもの を同じように取り扱 い
､ 尾高型と い う ｡ 調査する語嚢 は

次の 2 7 語 である ｡ そ の うち､

あめ あ じ あ し い え

雨 味 足 家

岩 岩 窟 壷

頭高型 の 語が 6 語 で ､

お い お の お に おや

甥 斧 鬼 親
つ ゆ は じ は ら

梅雨 恥 腹

尾高型 の語が2 1 語 で ある｡

影 篇 産品 遥 遠 夢
ふ ね･ ほ し みち むし や ま もり

船 星 道 虫 山 森

表 5 2 音節名詞の アクセ ン トの 習得状況

学習歴 1 年 2 年 2 . 5 年 5 年

頭高型正解数 6 2 1 2

■
尾高型正解数 1 3 1 8 1 7 1 9

正解数小計 19 20 18 2 1

I

2 音節 の 名詞 の アク セ ン ト調査結果は表 5 の 通りで ある｡ 全員 の レ ベ ル はほ ぼ同じで､ 特

徴 と- L て ､ 学習年数と正解率と の差 はほと ん どない こ と で ある ｡ 頭高型 の 語に つ い て ､ 全員
あめ あ し い え くに こし つ ゆ みち むし

が正解を出 した の は雨の 1 語だ けである ｡ 尾高型に つ い て ､ 足 ､ 家 ､ 国､ 腰 ､ 梅雨､ 道､ 虫､

もり

森の 8 1語は全員正解 であ っ た｡ こ の ように ､ ふだ んよく使 われ る語は ア ク セ ン ト の 正 解率も

高 い ようで ある ｡ しか し､ 全体か ら見 ると ､ 2 7 語のうちに正解 した の は平均2 0 語前後で ､ 間

違 っ た ア ク セ ン トがそ の 四分の -

弱 を占め る｡ そ の 中には ､ 頭高型 を尾高型 と間違えた語が

勢い ようで ある ｡ 2 音節名詞 の アク セ ン トの 習得 は､ 頭高型 と尾高型と の 区別 で あると思う ｡

3 - . ∫. 2 漢字 ｢ 文字の ア ケセ ン ト

日本語 にお い て は､

一 文字 の漢字 の ア ク セ ン トを見て み る と､ ほとん ど頭高型 と尾高型 の
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2 種類 しか な い ｡ しか し､ 中国語 にお い て は､ 四声を考えると少なくとも日本語 の 4 倍にな

る ｡ 中国人が日本語を習う場合 ､ 中国語 の アクセ ン トが日本語 の 漢字ア ク セ ン トに影響を与

えやす い と思わ れ る｡ 日本で は漢字 一 文字を音読み にする場合 ､ 頭高型 の アク セ ン トが多い ｡

日本語 の 頭高型 の アク セ ン トは中国語 の 四声の 第四声に近 い が ､ 第
一

､ 第 二 ､ 第三声の アク

セ ン トと
一

致 しな い
｡ 特 に中国人 の 名字を日本語で ､ 音読み にする場合 ､ たと えば劃さ ん(可ゆ

うさん) ､ 郭さん (赤くさ ん) ､ 超さん (弓ようさん) ､ 李さ ん (可さ ん) の ように ､ 日本語

で は全部頭高型 の アク セ ン トである ｡ しか し､ 中国語 の 読み は劉 (lid) 郭 ( g u 6) 逮 ( z h a o)

李 (ll
J

) で ､ アク セ ン トがそれぞれ違うの で ､ 初心者 は中国語と発音 の 近 い 劉 ､ 李 な どの よ

うなア ク セ ン トを中国式 の ア ク セ ン ト で読む場合が多 い ｡ また ､ 中級 レ ベ ル の 学習者に と っ

て 中国語が 日本語 の 漢字 アク セ ン トに影響を与えるか どうか に つ い て ､ 中国人 の苗字に使わ

れ る漢字に対 して ア ン ケ
ー トを行 っ た ｡

表 6 漢字
一 文字のア クセ ン トの習得状況

学習歴 1 年 2 年 2 . 5 年 5 年

かく

郭 g u 6 75
' l

, く かて 75
1

, く 赤く

せ つ ｢ ｢ ｢ ｢

帝 Ⅹu e せ つ せ つ せ つ せ つ

よう

楊 y i n g まう まう まう まう

よう

挑 y a o まう まう まう まう

し ょう

蒋 jia n g 亡言う し ょぅ 亡了う し ょち
りく

陸 Ib 可く りて りて りて
し ょう

郁 s h a o 亡了う し ょぅ 亡了う t
I

= う

正 解 数 5 3 6 5

苗字に使われ る漢字は い つ も呼ばれて い る の で ､ 強 い イ ン パ ク トがあり､ 覚えやす い と思

われ る｡ 表 6 にある漢字 はア ン ケ
ー

トを受 ける対象者苗字以外 の もの で ある ｡ ｢ 帝+ と い う

苗字は少な い た め ､ 耳にするチ ャ ン ス もあまり少な い であろう｡ しか も､ 中国語 ｢ Ⅹu e+ の

四声は平 らかな 一

声であるた め ､ 全員は尾高型 の 読み に間遠 っ て しま っ た の で ある｡ 同 じ
一

声の ｢ 郭+ は数が多 い の で ､ その ア ク セ ン トを自然 に覚えて しまう｡ また､ ｢楊+ ､ ｢ 挑+ の

ような苗字 は接触するチ ャ ン ス が多い ため ､ 全員は正解 になる の で ある ｡ ｢ 陸+ は尾高塑 の

アク セ ン トが正 し い が ､ さ ん付けや 君付けに して 呼ぶ 時､ ア ク セ ン トが頭高塑 に変わ る ｡ 頭

高型の ｢ 郡+ は中国語 の ア ク セ ン トに近 い が ､ 間違 っ て しまう人も い る｡ 今 回数 の 少な い 人

名用漢字だけを使 い ､ 調査をした ｡ その 結果を見る と､ 中国語 の 四声と日本語 の アク セ ン ト

の
■
違う漢字に つ い て中国人中級学習者は母国語か ら の ア ク セ ン ト干渉 はそれ ほ ど強くな い よ

うであるが ､ 今後語数を増や してさ らに調査する必要が ある｡

-
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3 . 3 複 合 名 詞

単語 の アク セ ン トの 変化 に気が つ かな い 傾向が ある｡ 日本語 は
一

つ の単語 の 中には ア ク セ

ン ト の 高点が
一

つ しかな い ｡ また ､ ｢ 高低低 ･ ･ + ､ ｢ 低高高 - + の ように､ 単語 の 最初 か

ら､ 高の場合次 はか ならず低になり ､ 逆に最初は低の 時､ 2 番目は高にならなけれ ばならな

い ｡ つ まり ｢高高低 - + ､ ある い は ｢低低高 - + の よう に､ 単語 の頭 から ｢ 高+ ある い

は ｢ 低+ が 二 つ 以上連続する こ と は絶対 あり得な い ｡ しか し､ 中国語 で は 一 つ 一 つ の母音に

それぞれ の ア ク セ ン トが つ い て い て ､ そ の集まり で単語 になる｡ その ため ､ 単語 の 前に接頭

語 ｢ お+ の つ く場合 ､ ア ク セ ン トがお か しくなる こ とは 中国人学習者に はよく見られ る現象

である｡ たとえば､ ｢ さ亡高+ (刺身) は ｢お+ が つ く場合､ ｢ おき
‾
亡或+ と読むの で はなく､

｢ おさt 高+ と読む人が多い ｡ 日本語で は単語 の 一

番目 の アク セ ン トは 2 番目 の とか ならず

違うか ら ､ 日本人は こ の よう な場合､ 自然に アク セ ン トを前 へ ずら し て変化させ る ｡ しか し､

中国人は最初に習 っ た単語 の アク セ ン トに とらわ れて しま い ､ 後に接頭語が つ い てもアク セ

ン トがもとの ままにとどまり､ 変化し か ､ の で ､ 非常に不自然なアクセ ン トとなるわけであ

る ｡ こ れ に つ い て の調査結果は表 7 の 通り で ある ｡

表 7 接頭語 ｢ お+ の つ く語のア クセ ン ト

学習歴 1 年 2 年 2 . 5 年 5 年

お 刺 身 お さ しみお さしみ お さ しみ お さ しみ

お 魚 お さかなお さかな お さかな お さかな
み ま

おみ ま い おみ ま いお 見 舞 い おみま い おみ ま い

し ょう ゆ

お し ょ うゆ お し ょ う ゆお 醤 油 お し ょうゆ お し ょ うゆ

お 妹 さ ん お い盲うーさ ん お い盲うー さ ん お い盲うーさ ん お い 訂す盲さ ん

正 解 数 0 1 1 0

表 7 に示 した ように､ 接頭語 の ｢ お+ の つ く語 の 正解率は驚くほ ど低 い こ と が分か っ た ｡

また ､ ほか の 単語と違 っ て ､ 正解率 は学習年数とあまり関係が か ､ ようで ある ｡ 調査 の結果

に示 したように ､ 接頭語 ｢ お+ の つ く場合 ､ もと の 語の アク セ ン トは前 へ ずれ る変化 には ､

中国人学習者は容易 に気が つ かな い の である｡

また ､ 同 じよう に ､ 日本語 で は 二 つ の単語が
一

つ の 単語 になる場合 ､ 二 つ の 単語 の ア ク セ

ン トが必ず融合 し て
一

つ の 山に なら なけれ ばな ら か ､
｡ たと えば､ ｢亭レ ビ ＋ に い がた - チ

Cifr= い が た+ と なる｡ 中国人学習者 は こ の ような変化に気が つ か ず､ ｢亭レビに い がた+

の ように ､ アク セ ン トの 融合をさせず に単純 に単語と単語をく っ つ けた だけで ､

の 中には 二 つ の 山が で きて不自然な ア ク セ ン トにな っ た の で ある ｡ したが っ て ､

業の 中で ､ 教師は こ れ ら の 問題点に指摘 し､ 学習者に気 づ かせ る べ きである ｡

-
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4 ま と め

前記 の ように､ 中国の 日本語教育で はアク セ ン トが かなり重視されて い るそうで あるが ､

以 上 の 考察を通 じて ､ 中級 レ ベ ル の 中国人学習者に は ア ク セ ン トの 問題がまだたくさ んある

こ とが分か る ｡ 中国で は日本語を 1 ､ 2 年間勉強して ､ アクセ ン トをある程度習得したと思

われ る ｡ しか し､ ア ン ケ
ー ト調査 に示した ように ､ まだまだ不十分 の ようで ある｡

それを解決する には ､ まず､ 学習者に ア ク セ ン トに気を つ ける意識を持たせ なけれ ばなら

な い こ と で ある ｡ 成人にな っ た学習者は ､ ふ つ う発音や文法に集 中しす ぎるため ､ ア ク セ ン

トには気が つ かず､ くせ にな っ たと こ ろ はなか なか直らな い の は現状で ある ｡ 中国語 の 辞書

に は全部アク セ ン トの 四声が つ い て い る ｡ 英語 の 辞書にもアクセ ン トが全部 つ い て い る ｡ し

か し､ 日本語で は『新 明解 国語辞典』以外 に ア ク セ ン トを表記す る国語辞書はほ とん どな い
｡

テ キ ス トにもアク セ ン トを表記す るもの はあまりな い ｡ 教師は授業中正 し い ア ク セ ン トと間

遠 っ た アク セ ン ト の 区別をきちんと説明 し､ 学習者がそれを聞 い て分か るように訓練 して ､

アク セ ン ト の 意識を高めなけれ ばならな い ｡

次 に､ 動詞 の 基本型 の ア ク セ ン トを学習者に し っ かり習得させ なけれ ばな らな い こ と で あ

る｡ い ま ､ 日本語教育にお い て は ほと ん ど ｢ 動詞 ＋ ます+ の形 で教えて い るか ら, 学習者が

頭高型動詞 の 基本形 の ア ク セ ン トを習得す る状況はア ン ケ
ー

ト調査 に示 したようにあまりよ

くな い ｡ 改善方法と して ､ 頭高型動詞 に対 して ､ ｢ ＋ ます+ と同時 に｢基本形+ も教 えて ､ ｢ 基

本形+ と ｢ ＋ ます+ の アク セ ン ト の違 い を認識 させ て ､ 正 し い アク セ ン トを覚え て もらう こ

とで ある ｡

最後に ､ 活用形 によ っ て アク セ ン トが変化す る形容詞 ､ 動詞に対 して ､ 特別 に対処す る必

要が ある ｡ ア ン ケ
ー ト調査 の結果に示 した ように ､ 学習者は形容詞､

､

動詞活用形 の アクセ ン

ト変化 にはほ とん ど気 が つ か な い か ら習得率が低 い ｡ そ の た め ､ 活用形によ っ て ア ク セ ン ト

が変化さ れ る形容詞 ､ 動詞 の規則を説明 し､ それ ら の形容詞､ 動詞をまとめ て教えて ､ 練習

す る工夫が必要で ある ｡

参考文献 :

磯村 一 弘 海外 にお ける日本語アク セ ン ト教育 の現状 (2 0 0 1) 『2 0 0 1 年度 目本譜教育学会秋

季大会予稿集』

金田
一

春彦監修 秋永
一

枝 (1 9 8 1) 『明解日本語 アク セ ン ト辞典』 第二 版 三省堂

桧崎寛 ･ 築地伸美 ･ 串田真知子 ･ 河野俊之 (1 9 9 9) プ ロ ソ デ イ
-

グ ラ フを用 い た 日本語音声

教育
一

韻律指導用 カリ キ ュ ラ ム に つ い て
- 1 9 9 9 . 9 . 1 8 第 1 回 日本語音声教育方法研究

会資料

大坪
一

夫監修 ､ 王伸子 ･ シ リ ラ ツ ク
･

ダ
ー

ン ワ
- ニ ッ チ ャ ク ル ･ 雀聖玉 ･ 原田哲男 ･ 開光準

( 1 9 8 7) 『N A F L I n stit u t e 日本語教師養成通信講座日本語 の音声 ( Ⅱ)』 ア ル ク

小河原義朗 (1 9 9 7) ｢発音矯正場面にお ける学習者 の発音と聴き取り の 関係 に つ い て+ 『日本

- 85 -



語教育』 9 2 号

串田臭知子 ･ 城生伯太郎 ･ 築地伸美 ･ 松崎寛 ･ 劉銘傑 (1 995)

的な ア プ ロ ー チ : プ ロ ソ デ イ
-

グラ フ+ 『日本語教育』 8 6 号

付録 1 3 音節中高型 の 形容詞 :

青 い 暑 い 熱 い 淡 い 痛 い うま い 多 い 辛 い 清 い

白い すご い 狭い 高 い だる い 近 い 強 い 長 い 苦い

早 い 速 い 低 い ひ ど い 広 い 深 い 太 い 古 い 欲し い

ゆる い 弱 い 若 い 悪 い

(『新明解 国語辞書』 第四版によ るもの で ある ｡)

付録 2 中高型 の 三音節上 - ･ 下 一 段動詞
あ

擬せ る 生きる 生 ける 受ける

嫡び る 込める

強 い る 占める

責め る 攻める

食 べ る 垂れる

解ける 溶ける

延び る 伸 びる

果てる 跳ねる

伏せ る 呼Lえる

避 ける 裂ける

締め る 閉め る

逸れ る 絶える

ちび る 尽きる

取れ る 萎える

述 べ る 生える

接ねる 晴れ る

落ち る 掛 ける 切れ る

下 げる 提 げる 錆び る

鮭える 過ぎる 掬ねる

耐える 堪える 長ける

付 ける 着 ける 詰め る

投 げる 舌氏め る 嘗め る

映える 剥げる 禿げる

ば れる ＼ 冷える 増える

惚ける 牽ける- 誉 める 掘れ る 混ぜ る

見せ る 満ちる 漏れ る 肇 じる 分 ける

(『新明解国語辞書』 第四版 による もの で ある｡)
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｢ 自然 な日本語音声 へ の 効果

くさ い 黒 い こ わ い 寒 い

にく い ぬ る い の ろ い

細 い まずい 安 い

肥える 焦げる

覚める 冷め る

擦れる ずれる

立てる 建て る

出来る 照れ る

慣 れる 馴れ る

恥 じる 馳せ る

更ける 老ける

交ぜ る 見える



中国人日本語学習者によく見られる アクセ ン トの 問題点

F r e q u e n t a c c e n t p r o bl e m s o b s e r v e d i n C hi n e s e st u d e n t s w h e n th e y l e a r n J a p a n e s占.

Y o u D o n g x u

S u m m a r y :

W h e n C hi n e s e st u d y J a p a n e s e
,
t h e y h a v e v a ri o u s p r o bl e m s i n t h e a c c e n t b e c a u s e th ei r

n a ti v e l a n g u a g e i n 且u e n c e s . T o e v al u at e t hi s p r o bl e m a s e v e n it e m s q u e sti o n n ai r e w a s

a p pli e d t o C hi n e s e st u d e n t s . T h e c o n t e n t s of t hi s g u e sti o n n ai r e c o m p a r e d h o w t h e a c c e n t

of a rti cl e s
,

v e r b s a n d c o m p o u n d n o u n s di# e r e n ti a t e s . T h e p o s sibl e c a u s e s of t h e s e a c c e n t

diff e r e n c e s w e r e e v al u at e d a n d p o s sibl e t eまc hi n g m e th o d s a r e p r o p o s e d .
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